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高原水車友の会 

高松市六条町 

高原水車場 

髙
原
水
車
友
の
会
通
信
（
第
９
号
） 

 

天
候
不
順
の
折
り
、
皆
さ
ま
ご
無
事
に
お
過
ご
し

の
こ
と
と
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

豪
雨
と
猛
暑
が
日
本
列
島
を
襲
っ
て
い
ま
す
。
特

に
九
州
福
岡
・
大
分
の
大
雨
被
害
は
言
語
に
絶
す
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
高
原
水
車
が
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
野
瀬
水
車

大
工
さ
ん
や
池
森
先
生
、
大
石
先
生
も
久
留
米
市
内

に
お
住
ま
い
で
心
配
し
て
い
ま
す
が
、
ご
無
事
と
の

こ
と
で
す
。
高
原
水
車
の
用
材
も
管
理
し
て
下
さ
っ

て
い
ま
す
。 

さ
て
こ
の
秋
か
ら
冬
に
向
け
て
、
水
車
新
造
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
混
ん
で
い
ま
す
。 

 

ま
た
地
域
の
文
化
財
と
し
て
注
目
さ
れ
、
香
川
県

立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
他
グ
ル
ー
プ
と
と
も
に
展
示

さ
れ
た
り
、
大
学
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
取
り
あ

げ
ら
れ
る
予
定
も
あ
り
ま
す
。 

友
の
会
の
み
な
さ
ま
の
地
道
な
努
力
の
た
ま
も

の
と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
（
委
員
会
） 

 
 

   

 

 

第
４
回
総
会
報
告 

                    

■
高
原
水
車
第
４
回
総
会
報
告 

 

ｐ
１
～
ｐ
７ 

 
 

 

活
動
報
告 

特
別
報
告 

活
動
計
画 

 

■
さ
と
う
き
び
を
植
え
て
み
ま
し
た 

ｐ
７ 

■
久
留
米
地
方
の
水
車
訪
問
記 

 
 

ｐ
８ 

■
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
展
示
出
品 

 
 

ｐ
８ 

■
徳
島
文
理
大
学
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
予
定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｐ
８ 

    
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

              

題字 森佐知子 

カット平田真咲 

高原水車友の会 第４回総会 

日時 2017 年５月１３日（土） 午後１時～４時 10 分  

会場 農協林支店二階会議室  司会：川崎正視（友の会） 

議題 活動報告 （活動日誌） 友の会会長・会員より 

会計報告 監査報告 

今後の活動計画・予算・会則改正（役員補充） 

特別報告 高原水車場の復元工程について 

「農業用水路の流量について」 

池森寛氏（西日本工業大学名誉教授・福岡県久留米市） 

「水車復元工程について」 

野瀬秀拓氏（水車大工棟梁・福岡県久留米市） 

    「水路石垣修復について」 

     久保勇人氏（創芸）・大川石材様 

   ♪♪♪―閉会後水車場にて見学と親睦会―♪♪♪ 

上：総会会場   右上：総会受付  

右下：昔の水車の話をする高原宏氏 
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２
０
１
６
年
度
活
動
報
告 

 
ま
と
め
（
今
年
度
の
特
徴
） 

■
見
学
者
を
迎
え
て
水
車
場
が
賑
や
か
に
。 

■
キ
ー
ワ
ー
ド
〝
水
車
を
回
そ
う
〟
に
向
か
っ
て
、 

用
水
路
の
流
量
測
定
や
暗
渠
水
路
の
動
画
撮
影 

な
ど
、
調
査
活
動
に
と
り
組
ん
だ
。 

■
周
辺
整
備
の
進
展
（
水
路
浚
渫
・
樹
木
の
剪
定
・

庭
の
生
垣
整
備
・
水
路
石
垣
改
修
な
ど
） 

■
広
報
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
編
集
会
議
を
開
く
。 

 

ト
ピ
ッ
ク
ス 

＊
林
小
学
校
３
年
生
校
外
学
習
で
水
車
見
学
（
６
月 

１
日
） 

＊
京
都
美
山
の
屋
根
職
人
・
神
戸
「
い
る
か
設
計
集

団
」
を
迎
え
屋
根
葺
き
、
古
民
家
再
生
に
つ
い
て

学
ぶ
（
６
月
２
４
日
２
５
日
） 

＊
岡
山
鴨
方
水
車
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
（
１
０
月
１
３

日
） 

＊
福
武
財
団
よ
り
活
動
助
成
受
け
る
。 

 

成
果
発
表
会
に
参
加
（
１
０
月
２
９
日
３
０
日
） 

＊
「
高
松
市
ふ
る
さ
と
探
訪
の
会
」
が
見
学
（
１
２ 

 

月
１
８
日
） 

＊
水
路
石
垣
修
理
（
大
川
石
材
３
月
１
３
日
完
成
） 

＊
高
原
水
車
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
完
成
（
３
月
２
５
日
） 

２
０
１
６
年
度
収
支
決
算
報
告 

 
 

収
入 

2
6
4,
7
9
6

円
（
会
費
・
寄
付
金
等
よ
り
） 

 

支
出 

24
0
,
6
40

円
（
通
信
・
会
議
費
・
活
動
費
） 

 

繰
越 

  
24,156

円 

（
詳
細
は
総
会
報
告
書
参
照
） 

２
０
１
７
年
度
予
算
額 

収
入 

229,156

円 

支
出 

229,156

円 

特
別
会
計
決
算 

 
 

福
武
財
団
瀬
戸
内
海
文
化
研
究
活
動
助
成
金 

 
 
 
 
 

支
出446,538

円
（45

万
円
助
成
） 

 
 
 
 
 
 

講
師
謝
礼
・
印
刷
通
信
費
・
会
議
費
な
ど 

 
 
 
 

２
０
１
７
年
度
助
成
金
額
は4

0

万
円 

        

       

             

池
森
寛
先
生 

《
農
業
用
水
路
の
流
量
に
つ
い
て
》 

「
最
初
に
高
原
水
車
に
来
て
か
ら
２
１
年
目
に

な
り
ま
す
。
１
９
９
５
年
に
調
査
に
来
ま
し
た
。
そ

の
時
は
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
と
は
思
っ
て
も
い
ま

せ
ん
で
し
た
」 

長
い
間
お
付
合
い
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 

講
演
の
要
旨
は
次
の
通
り
で
す
。 

大
切
な
流
量
測
定
！ 

水
車
を
回
転
さ
せ
、
仕
事
を
さ
せ
る
に
は
、
導
水

路
を
流
れ
る
水
に
ど
れ
だ
け
水
動
力
が
あ
る
か
見

極
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
年
間
を
通
し
て
流

量
測
定
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
昨
年
よ
り
友
の
会
と

い
っ
し
ょ
に
測
定
し
た
結
果
を
中
間
報
告
す
る
。

特別報告 

◇高原水車場の復元工程について 

 池森 寛氏 西日本工業大学名誉教授 

  「農業用水路の流量について」 

 野瀬秀拓氏 水車大工棟梁（久留米市在住） 

  「水車復元工程について」 

◇水路石垣修復について 

久保勇人氏（創芸）・大川石材様 

  

暗渠水路の動画撮影 
上右：暗渠撮影用手作り道具

を説明する佐藤さん 

上左：排水路を行くカメラ 

下：導水路の石積み 
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（

左

：

新

井

手

で

流

量

測

定

風

景

）

 

 

新
井
手
と
呼
ば
れ
る
用
水
路
に
流
れ
て
く
る
水

は
、
約
４
０
０
メ
ー
ト
ル
上
流
の
古
川
に
架
か
っ
た

可
動
堰
の
脇
か
ら
細
い
流
れ
と
な
っ
て
水
車
取
水

口
に
達
す
る
。 

そ
こ
で
水
車
に
入
る
水
の
持
っ
て
い
る
単
位
時

間
当
た
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
「
水
動
力
」
（
パ
ワ
ー
）

を
算
出
す
る
た
め
に
は
次
の
式
に
よ
り
、
流
量
の
測

定
が
必
要
で
あ
る
。 

水
動
力
＝
水
の
比
重
量×

流
量×

有
効
落
差 

 
 
 

た
だ
し
有
効
落
差
＝
実
落
差+

速
度
落
差 

測
定
方
法
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
み
ん
な
で
や

れ
る
簡
易
測
定
を
実
施
し
て
い
る
。
水
路
の
位
置
に

よ
っ
て
流
速
が
異
な
る
の
で
、
一
定
距
離
の
流
れ
に

２
本
の
タ
コ
糸
を
張
っ
て
３
分
割
し
、
そ
れ
ぞ
れ
上

流
か
ら
下
流
へ
表
面
浮
子
を
流
し
、
ス
ト
ッ
プ
ウ
オ

ッ
チ
で
経
過
時
間
を
計
る
。
表
面
流
速
の
８
割
を
平

均
流
速
と
す
る
。 

こ
こ
か
ら
水
車
の
出
力
を
検
討
す
る
と
、
水
車
の

出
力
＝
水
車
の
効
率×

水
動
力
＝
効
率×

比
重
量

×

流
量×

落
差
と
な
る
。 

実
際
の
測
定
で
は
〝
天
気
よ
け
れ
ど
水
量
少
な

し
〟
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。 

２
０
１
６
年
１
２
月
１
８
日
の
測
定
結
果
で
計

算
す
る
と
、0.9

ｋ
ｗ→

1.2

ｐ
ｓ
と
な
り
、
こ
の
日

は
動
力
不
足
と
な
る
。
水
車
は
回
る
が
、
仕
事
を
す

る
に
は
馬
力
が
足
り
な
い
。 

ま
と
め
（
課
題
） 

今
後
水
路
流
量
の
継
続
測
定
が
必
要
。 

古
川
の
年
間
水
量
は
？
転
倒
堰
調
整
は
可
能
か
。 

導
水
路
の
漏
れ
を
少
な
く
す
る
。 

水
車
後
の
水
は
け
を
良
く
す
る
。 

各
部
の
摩
擦
を
少
な
く
す
る
（
水
車
軸
・
歯
車

列
・
挽
き
臼
・
ガ
ン
ド
・
搬
送
装
置
な
ど
）。 

 
 

溜
池
に
頼
る
し
か
な
い
香
川
県
の
水
事
情
と
、
最

近
の
水
田
面
積
の
減
少
か
ら
水
量
に
は
厳
し
い
現

実
が
あ
る
が
、
協
力
し
て
課
題
を
克
服
し
て
い
き
た

い
。（
平
田
記
） 

 
 

野
瀬
秀
拓
大
工
棟
梁 

《
地
域
に
残
る
技
術
と
構
造
と
水
車
改
修
計
画
》 

水
が
少
な
い
香
川
県
で
は
昔
か
ら
、
仕
事
を
す
る

水
車
に
は
色
々
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
。 

非
常
に
大
事
な
水
車
の
型
板
（
か
た
い
た
） 

第
一
に
、
そ
の
水
車
独
自
の
型
板
を
起
こ
し
て

代
々
残
し
て
お
か
な
い
と
水
車
は
作
れ
な
い
。
通
常

水
車
大
工
が
保
管
す
る
が
、
現
在
は
型
板
や
図
面
が

残
っ
て
お
ら
ず
現
況
水
車
か
ら
型
取
り
や
作
図
し

て
い
る
。
今
回
新
し
い
型
板
を
作
っ
た
。
型
板
は
水

車
の
製
作
時
に
輪
板
や
底
樋
・
根
か
ら
み
等
の
墨
付

け
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
。
（
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

に
は
型
板
が
少
し
保
存
さ
れ
て
い
る
） 

 

高
原
水
車
は
平
地
に
あ
る
水
車
で
落
差
が
少
な

く
水
輪
の
直
前
の
送
水
板
で
流
速
を
上
げ
て
い
る
。

型
板
か
ら
見
る
高
原
水
車
の
回
転
速
度
は
水
車
を

比
較
的
速
く
す
る
こ
と
で
回
転
む
ら
の
軽
減
を
し

て
い
る
よ
う
だ
。 

工
事
承
認
図
の
作
成 

 

現
存
水
車
を
尺
貫
法
で
計
測
し
作
図
し
た
。
実
測

す
る
と
、
正
確
な
寸
法
と
無
駄
の
無
い
材
料
の
取
り

方
、
木
材
の
品
質
や
特
徴
を
熟
知
し
た
使
い
方
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。 

高
原
水
車
の
水
の
流
れ
に
合
っ
た
引
き
落
と
し

勾
配
と
受
け
板
の
角
度
と
の
相
互
関
係
が
す
ば
ら

し
い
。
こ
こ
ま
で
や
る
の
か
と
い
う
角
度
の
取
り
方

で
あ
る
。
受
け
板
の
勾
配
は
約5/10

。
解
体
時
に
は

2016 年 12 月 18 日 
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要
注
意
。
受
け
板
を
絶
対
壊
さ
な
い
よ
う
に
。 

全
て
に
わ
た
っ
て
効
率
を
考
え
、
送
水
さ
れ
た
水

が
逃
げ
な
い
よ
う
に
計

算
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
水
輪
と
底
樋
は
わ
ず

か
１
５
㎜
の
隙
間
で
あ

り
、
注
水
板
か
ら
の
送

水
が
逃
げ
な
い
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
水

車
自
重
に
よ
る
摩
擦
抵

抗
や
接
触
部
の
摩
耗
の

減
少
を
考
慮
し
水
車
部
材
は
軽
量
化
さ
れ
て
い
る
。

等
々
。 

水
車
用
材
の
確
保 

 

タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
昨
冬
に
山
の
松
を
１
０
本
切

り
倒
し
、
久
留
米
市
内
で
製
材
し
て
乾
燥
し
て
い
る
。

ま
わ
り
の
木
を
な
ぎ
倒
し
、
林
道
を
造
り
な
が
ら
山

か
ら
降
ろ
し
た
。
松
ヤ
ニ
が
出
る
の
で
、
刃
を
新
し

く
し
な
が
ら
苦
労
し
て
製
材
し
た
。
３
日
製
材
し
た

ら
１
日
目
立
て
を
す
る
と
い
う
状
態
だ
っ
た
。 

 

今
後
の
予
定 

計
画
立
案→

山
出
し→

製
材→

乾
燥
段
取
り→

木
取
り
型
板
作
り→

削
り
加
工
粗
刻
み→

刻
み
加

工→

加
工
仮
組
仕
上
げ
加
工→

現
水
車
解
体→

新

規
水
車
組
立
お
よ
び
稼
働
調
整
の
順
序
で
進
ん
で

い
る
。
部
材
は
久
留
米
の
野
瀬
大
工
巧
房
で
刻
ん
で
、

運
ん
で
く
る
。 

水
車
解
体
の
順
序 

友
の
会
メ
ン
バ
ー
や
近
く
の
建
築
関
係
者
、
関
心

の
あ
る
方
々
が
手
伝
い
な
が
ら
い
っ
し
ょ
に
進
め

た
い
が
、
事
前
に
危
険
を
予
測
し
た
安
全
教
育
の
実

施
は
必
須
で
あ
る
。 

水
車
解
体
計
画
と
準
備 

 

１
仕
切
り
を
取
り
外
す 

 

２
部
材
の
ナ
ン
バ
ー
リ
ン
グ 

３
輪
板
の
取
り
外
し
（
１
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
に
し
た
い
） 

４
く
も
で
の
取
り
外
し
（
１
本
１
本
、
写
真
を
撮
り

な
が
ら
） 

５
大
か
ら
み
・
根
か
ら
み
の
取
り
外
し
（
緊
張
が
か

か
っ
て
い
る
の
で
跳
ね
る
危
険
性
） 

６
胴
木
の
取
り
外
し 

―

怪
我
を
し
な
い
よ
う
に―

遊
ん
で
い
て
も
良

い
か
ら―

（
平
田
記
） 

 

久
保
勇
人
氏
（
創
芸
）・
大
川
石
材
様 

《
水
路
石
垣
補
修
報
告
》 

２
０
１
７
年
１
月
～
３
月
に
か
け
て
水
車
東
側
開

渠
部
分
の
石
垣
補
修
が
行
わ
れ
、
株
式
会
社
創
芸
の

久
保
氏
と
大
川
石
材
様
か
ら
詳
し
い
説
明
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

○
現
状
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
〓
長
期
的
な
土

圧
に
よ
り
、
水
路
の
石
積
み
が
孕
み
、
崩
壊
の
可

能
性
が
あ
る
た
め 

 

基
本
方
針 

 

・
安
定
し
た
石
積
み
に
す
る 

 

・
根
石
は
基
本
的
に
動
か
さ
な
い
（
議
論
あ
り
） 

 

・
排
水
が
行
え
る
石
積
み
に
す
る 

 

・
柱
の
束
石
を
石
積
み
か
ら
控
え
る
（
建
物
の
安 

全
の
た
め
） 

 

・
関
連
す
る
石
積
み
の
調
整
を
最
大
限
行
う 

〇
現
状
変
更
の

内
容
・
実
施
方 

法
〓
水
路
の
石

積
み
を
解
体
し

て
、
石
積
み
の

裏
側
を
補
修
し
、

積
み
直
す
・
補

修
に
つ
い
て
は
、

伝
統
的
工
法
で

行

う

（

裏

込

め
・
飼
石
な
ど
） 
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〇
工
事
写
真 

・
既
設
水
路
を
観
る
大
川
石
材
さ
ん  

・
調
査 

・
仮
設
工
事 

 

・
記
録
ナ
ン
バ
リ
ン
グ 

工
事
写
真
の
図
面
化
（
現
状
） 

             

・
水
路
石
垣
解
体 

 

 

約
２
０
０
個
の
石
と
片
側
１
０
ト
ン
の
粘
土
を

カ
ニ
ク
レ
ー
ン
と
手
作
業
で
運
ん
だ
。
冬
で
も
汗
ダ

ク
に
な
っ
た
。 

 

・
埋
蔵
品 

・
木
杭 

 

 

・
復
元
補
修 

 
 

南
側
積
み
直
し→

専
門
の
石
工
の
作
業
の

痕
跡
が
見
ら
れ
る
。
裏

込
め
は
新
し
く
庵
治
石

の
砕
石
に
セ
メ
ン
ト
を

ま
ぶ
し
て
排
水
機
能
も
良
く
し
た
。 

 ←

北
側
積
み
直

し 奥
行
き
の
あ
る

大
き
な
石
を
使

っ
て
い
た
が
、
積

み
方
は
素
人
風
。

石
臼
や
建
物
の

基
礎
石
な
ど
も
再
利
用
さ
れ
て
い
る
。
重
機
の
な
い

時
代
に
近
所
の
人
が
見
よ
う
見
ま
ね
で
積
ん
だ
の

か
？ 

全
体
に
石
（
由
良
石
）
の
痛
み
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
。
全
部
積
み
直
し
た
。
川
底
は
栗
石
を
敷
い

て
元
の
よ
う
に
土
を
載
せ
た
。 

な
お
暗
渠
の
石
積
み
は
強
固
で
崩
れ
な
ど
は
無
か

っ
た
。 

・
復
元
補
修

（
軒
桁
・
柱
） 

・

石

垣

洗

い
・
美
装 

 

工
事
完
了 

３
月
１
３
日 

 

【
水
車
通
信

第
８
号
も
ご

参
照
下
さ
い
】 

南側根石の脇に木杭が

見つかる。土台木のと

め杭の可能性もある

が、松の土台木は見つ

からず、杭は用途不明 
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高
原
水
車
の
昔
む
か
し 

 
 

 

高
原
宏
さ
ん
の
お
話
し 

今
回
は
、
一
度
み
な
さ
ん
に
お
礼
を
申
し
上
げ
た

く
て
参
り
ま
し
た
。 

戦
時
中
高
松
の
空
襲
に
遭
っ
て
、
父
の
実
家
の
六

条
の
水
車
に
疎
開
し
て
、
林
小
学
校
に
通
っ
て
い
ま

し
た
。 

水
車
の
太
吉
お
じ
い
さ
ん
は
器
用
な
人
だ
っ
た

よ
う
で
、
戦
争
で
使
っ
た
爆
弾
な
ど
を
拾
っ
て
き
て

は
再
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
田
ん
ぼ
に
落
ち
た
不
発

の
焼
夷
弾
を
拾
っ
て
き
て
、
中
の
チ
ュ
ー
ブ
糊
の
よ

う
な
物
を
毎
日
毎
日
風
呂
の
薪
に
し
よ
っ
た
ん
で

す
。
容
器
で
鎌
を
作
る
ん
だ
と
も
言
っ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
失
敗
も
あ
っ
て
、
あ
る
と
き
桑
地
（
畑
）

に
大
き
な
プ
ロ
ペ
ラ
の
よ
う
な
も
の
を
捨
て
て
あ

っ
た
の
で
、
見
る
と
綿
火
薬
が
詰
ま
っ
て
い
る
ん
で

す
。
１
ト
ン
爆
弾
の
真
管
を
プ
ロ
ペ
ラ
と
間
違
え
て

持
っ
て
来
て
、
お
じ
い
さ
ん
鋸
で
挽
い
た
あ
と
が
あ

っ
て
、
あ
れ
が
爆
発
し
て
い
た
ら
、
今
の
水
車
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

林
飛
行
場
に
１
ト
ン
爆
弾
が
落
ち
た
大
き
な
穴

が
あ
っ
て
水
た
ま
り
が
出
来
て
い
て
子
ど
も
達
は

い
け
な
い
と
言
わ
れ
な
が
ら
、
あ
る
日
そ
こ
で
泳
い

で
い
ま
し
た
。
一
人
の
子
が
中
ほ
ど
で
沈
み
始
め
て
、

上
級
生
が
引
き
上
げ
た
。
目
が
白
目
に
な
っ
て
い
た

の
を
パ
ン
パ
ン
と
張
り
上
げ
て
息
を
吹
き
返
し
た

り
し
ま
し
た
。
当
時
は
子
ど
も
も
軍
事
教
練
を
受
け

て
い
た
の
で
、
と
っ
さ
に
そ
う
い
う
こ
と
を
し
た
の

で
し
ょ
う
か
。
当
時
の
子
ど
も
は
ク
マ
ン
バ
チ
の
巣

に
石
を
投
げ
て
遊
ん
だ
り
、
水
車
の
暗
渠
の
中
を
行

っ
た
り
来
た
り
し
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。 

飛
行
場
に
は
、
飛
行
機
の
下
に
取
り
付
け
る
補
助

タ
ン
ク
が
使
い
捨
て
で
た
く
さ
ん
置
い
て
あ
り
ま

し
た
。
タ
ン
ク
は
ベ
ニ
ア
の
木
工
細
工
で
油
が
漏
れ

な
い
よ
う
に
き
ち
ん
と
作
っ
て
あ
っ
た
の
で
、
忠
雄

叔
父
さ
ん
は
家
に
持
っ
て
来
て
、
鶏
舎
に
使
っ
た
り

下
駄
箱
に
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
ひ
と
つ
を
私
は
徳

島
の
「
文
化
の
森
」
へ
寄
贈
し
て
い
ま
す
。 

 

忠
雄
叔
父
さ
ん
は
、
電
気
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ

て
、
石
臼
の
回
転
が
速
く
な
る
と
ベ
ル
で
知
ら
せ
る

よ
う
な
仕
掛
け
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
戦
闘
機
が
来

る
と
東
の
古
川
に
逃
げ
て
隠
れ
て
い
ま
し
た
。 

天
井
か
ら
俵
に
塩
を
詰
め
て
ぶ
ら
下
げ
て
、
そ
こ

か
ら
に
が
り
が
ぽ
た
ぽ
た
と
落
ち
て
い
た
。
多
分
土

間
を
固
め
る
の
に
使
っ
て
い
た
の
だ
と
思
う
。
不
思

議
に
ネ
ズ
ミ
が
い
な
か
っ
た
。
青
い
柿
で
柿
渋
を
作

っ
て
、
投
網
を
浸
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
使
っ
て
い
た
。 

精
米
機
の
横
に
、
背
丈
も
あ
る
よ
う
な
大
き
な
発

動
機
が
あ
っ
た
。
回
っ
て
は
い
な
か
っ
た
が
滑
り
台

に
な
る
よ
う
な
大
き
さ
だ
っ
た
。 

メ
ン
松
を
い
っ
ぱ
い
置
い
て
あ
っ
た
が
、
修
理
す

る
と
こ
ろ
を
を
見
た
こ
と
は
無
か
っ
た
。 

皆
さ
ま
に
は
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

                

水
車
場
で
懇
親
会
（
総
会
の
後
） 

 

 

会
場
か
ら 

 

○
由
佐
に
あ
る
水
車
の
家
で
育
ち
ま
し

た
が
、
台
風
の
時
な
ど
父
が
水
門
を
見
に

行
っ
た
り
、
絶
え
ず
管
理
に
苦
労
し
て
い

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。 

中
掛
け
水
車
で
し
た
。
水
量
の
多
少
に
よ

っ
て
細
か
く
調
整
し
て
い
ま
し
た
。
水
量

調
節
は
難
し
い
。
ゴ
ミ
が
来
な
い
よ
う
に

（
モ
バ
か
き
）
掃
除
も
常
に
。 

 

○
あ
る
出
版
社
の
若
手
社
員
か
ら
本
作

り
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。『
水
車
復
活
ス

ト
リ
ー
』（
仮
） 
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２
０
１
７
年
度 

活
動
計
画 

今
年
度
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、 

“
水
車
が
回
る
！
保
存
の
将
来
像
を
” 

―

冊
子
と
展
示
作
り
も 

＊
水
車
稼
働
に
向
け
て
と
り
組
む
〓
専
門
家
の
水

車
復
元
作
業
と
調
査
活
動
の
補
助
を
す
る
。 

＊
地
域
の
水
利
組
合
や
近
所
の
方
々
に
挨
拶
を
。 

＊
現
存
水
車
撤
去
後
の
展
示
方
法
を
検
討
。 

＊
企
画
委
員
会
を
開
き
、
道
具
類
整
理
展
示
、
周
辺

整
備
な
ど
水
車
場
全
体
の
デ
ザ
イ
ン
を
。
模
型
、

映
像
な
ど
で
楽
し
い
展
示
を
工
夫
す
る
。 

＊
「
水
車
講
座
」
「
座
談
会
」
の
計
画
を
。 

＊
昔
の
水
車
利
用
者
か
ら
お
話
し
を
聞
く
。 

＊
見
学
者
を
迎
え
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
。 

＊
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
改
訂
版
）
作
成
（
子
ど
も
用
も
） 

＊
冊
子
「
高
原
水
車―

讃
岐
の
水
車
を
た
ず
ね
て
」

（
仮
） 

＊
本
の
出
版
「
水
車
復
活st

o
r
y
 

」
（
仮
） 

＊
「
報
告
書
」
作
成
（
道
具
・
機
械
の
緻
密
な
調
査
） 

＊
水
車
場
周
辺
の
景
観
を
守
り
、
地
域
の
文
化
活
動

に
貢
献
で
き
る
エ
リ
ア
を
作
る
た
め
、
保
存
計
画

を
練
る
。 

＊
大
学
生
な
ど
若
い
人
た
ち
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
。 

毎
月
末
土
曜
日
は
定
例
水
車
公
開
日 

１
０
時
～ 

＊
企
画
委
員
会
グ
ル
ー
プ 

 

①
建
物
水
路
樹
木
整
備
②
水
車
器
械
機
構
再
現 

 

③
製
粉
機
械
類
再
稼
動
④
報
告
書
作
成
⑤
教
育

普
及
・
イ
ベ
ン
ト
広
報
⑥
生
活
文
化
⑦
組
織
整

備
・
財
務
・
渉
外 

 

【
日
程
】 

・
９
月
３
０
日
（
土
）
三
木
町
文
化
財
保
護
協
会
の

皆
さ
ん
が
水
車
見
学
訪
問 

・
１
０
月
７
日
（
土
）
徳
島
文
理
大
学
公
開
講
座
に

参
加
「
身
近
な
歴
史
遺
産
の
保
存
・
活
用
と
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る
」 

・
１
１
月
１
５
日
（
水
）
１
６
日
（
木
） 

久
留
米
地
方
の
水
車
見
学
旅
行
・
野
瀬
巧
房
訪
問 

・
１
月
１
５
日 

高
原
水
車
「
登
録
有
形
民
俗
文
化

財
」
答
申
２
周
年
記
念 

３
月
２
日
官
報
告
示 

・
２
月
１
６
日
「
高
原
水
車
始
ま
り
の
日
」 

１
１
６
年
目
に
！ 

            

■
農
作
業―

サ
ト
ウ
キ
ビ
を
植
え
て
み
ま
し
た
。 

 
 
 
 

５
月
２
７
日
定
例
公
開
日
に 

 
 
 

 

◆
「
塩
江
の
安
原
文
化
の
郷
歴
史
保
存
会
」
の
方
と

の
ご
縁
で
、
蕎
麦
を
育
て
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

ネ
パ
ー
ル
か
ら
取
り
寄
せ
た
赤
い
花
の
咲
く
「
高
嶺

ル
ビ
ー
」
と
い
う
品
種
で
す
。
試
し
に
少
し
だ
け
田

ん
ぼ
の
東
端
に
撒
く
予
定
で
す
。 

昔は各家に細いサトウキビを植えてい

て、時期になると搾ってもらって「ごみ

砂糖」をなめていた。 

九州久留米地方水車旅行の詳細は、別
途ご案内します。 
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■
久
留
米
周
辺
の
水
車
訪
問
記
（
平
田
・
堀
家
） 

 
５
月
３
０
日
・
３
１
日 

（
秋
の
旅
行
の
下
見
） 

 
野
瀬
大
工
、
池
森
先
生
が
活
動
さ
れ
て
い
る
久
留

米
市
内
と
周
辺
の
水
車
を
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。 

水
車
公
園
・
八
女
の
線
香
水
車
、
広
川
町
の
山
の
中

の
ゴ
ッ
ト
ン
水
車
館
・
久
留
米
絣
工
房
、
そ
し
て
高

原
水
車
の
用
材
が
保
管
乾
燥
さ
れ
て
い
る
製
材
所

な
ど
、
野
瀬
さ
ん
の
車
で
駆
け
巡
り
、
仕
事
を
し
て

い
る
水
車
を
目
の
当
た
り
に
し
、
馬
場
線
香
水
車
の

お
元
気
な
御
夫
妻
に
も
お
会
い
し
て
、
と
て
も
刺
激

を
受
け
ま
し
た
。
多
く
の
人
の
思
い
と
技
術
が
詰
ま

っ
た
水
車
に
は
、
ぜ
ひ
仕
事
を
さ
せ
て
あ
げ
な
け
れ

ば
と
い
う
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
■
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
展
示 

「
地
域
の
文
化
を
ま
も
る
力 

―

文
化
遺
産
継
承
活
動―

」 

 

６
月
２
日
～
７
月

１
７
日
ま
で
展
示
に

出
品
し
ま
し
た
。 

・
高
原
水
車
友
の
会
・

安
原
文
化
の
郷
歴
史

保
存
会 

・
合
田
邸
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
・
旧
琴
南
町
文
化
財

保
護
協
会 

  

☆
徳
島
文
理
大
学
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

１
０
月
７
日
（
土
）
１
０
時
～
１
３
時 

徳
島
文
理
大
学
香
川
キ
ャ
ン
パ
ス 

リ
サ
ー
チ
＆

メ
デ
ィ
ア
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
３
階
Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル 

テ
ー
マ
「
身
近
な
歴
史
遺
産
の
保
存
・
活
用
と
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る
」 

入
場
無
料
・
事
前
申
し
込
み
不
要 

讃
岐
六
条
に
現
存
す
る
高
原
水
車
の
保
存
と
顕
彰
活
動
（
高

原
水
車
友
の
会 

川
崎
）・
人
が
集
ま
る
商
業
施
設
：
高
松
港

湾
倉
庫
群
（
井
上
商
環
境
設
計
）・
引
田
の
ま
ち
並
み
保
存
の

歩
み
（
東
か
が
わ
市
教
育
委
員
会
）・
歴
史
遺
産
を
生
か
し
た

祖
谷
の
地
域
創
生
（
三
好
市
教
育
委
員
会
）・
最
後
ま
で
残
っ

た
空
海
の
道
：
歩
き
遍
路
を
考
え
る
（
岡
田
晋 

元
・
吉
野

川
市
商
工
観
光
課
） 

討
論
司
会 

徳
島
文
理
大
学
清
水
真
一
教
授 

☆
【
広
報
番
組―

高
松
訪
ね
歩
記
】
に
高
原
水
車
が

放
映
さ
れ
て
い
ま
す
。Yo

u
T

u
b
e

で
見
ら
れ
ま
す
。 

 

☆
高
松
市
歴
史
資
料
館
で
企
画
展
「
さ
ぬ
き
の
Ｆ
Ｏ

Ｏ
Ｄ
（
風
土
）」
開
催
中 

９
月
３
日
ま
で
。「
Ｆ
Ｏ

Ｏ
Ｄand

風
土
辞
典
」
に
高
原
水
車
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

 

ご
案
内 

家庭料理「さつき」（野

瀬家）でくつろぐ 

ゴットン水車館にて 水車公園にて 

馬場線香水車にて 上流の線香水車を見る 

馬場さん御夫妻と 久留米絣工房を訪問 

製材所で水車用材を見る 


